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し
、
へ

顏

の

，生
活
樣
式
、
：
氣

敎

、

」

道

德

籍

汰

金

く

舉

氣

：れ

た

新

レ

い

環

'

境
に
自
ず
か
ら
卽
應
し
て
い
つ
た
。
こ
の
經
濟
狀
態
下
に
：お
か
れ

.た
黑
A 

‘:

象

族

の

中

心

：ど

匁

っ

：た
：

0
:ば
j
n-o
の
；意

味

か

ち

し

て
.春

で

あ
.っ
た
0 
.一
 

し
っ
：
に

ば

蘇

性

铽

黨

カ

.の
み
$

つ̂
.た
が
>
女
性
ば
勞
働
カ
、の
み
な.ら
ず
.

V:
'
繁g

機
關
上
知
て
太
事
に
^
れ
た
9 
>

人̂
の
ミ
ス.
ト

レ.
；
ス
：
；ど
'
し

て

奴

隸
 

.
内
の
：地
通
を
高
め
一
る
事
が
此
來
だ

°:
第
：写
に
：：は
幼
兒
養
脊
の
：立
塲
か
ら
肖 

:
:
:然
と
親
于
の
關
係
ぼ
：父
親
ょ
り

4 :
:
母
親
の
：
1

强
く
な6
ヽ
，
前

に

述

べ

た

. 

，
い
ー
ず
れ
か

.
の_

由

：か
：ら
發
し
た
特
權
と
捉

%
:

必
然
的
に
女
性
が
家
族
の
.

： 

.-
中
心.
と

な

ら

ざ

る

暮
.
な.
か
ら
た-0.
.し
か
し
家
族
の
構
造
自
體
は
ル

I
ス 

な
-%.
の
：
.
で
あ
っ.
た
チ
交
際
、'結
辭>
離
婚
の|

も
來
縛
さ
れ
.
て
.
：い

た

黑 

■人
に
:2
:
つ
ソ
て
結
贬
は
姻
的
ァ

..]'-
-
^
^
’̂
.

ョ■: .
ン.'.か
ら
發.
す

る

も

の

が

自

然

と
. 

多
か.
っ
た_
。
あ
る
場<
£
は.
典
通
：の
悲
慘
な
蓮
命
が
原
因
と
：な

っ

て

家

族

. 

に
對
す
る
强
.
い
愛
情
が
發
生
す
る
事
も
あ

.
っ.
た
が
、

：

|
般

に

は

必

然

的

、に 

.

:
:家

族

の

：
っ
ゝ
な
が

^ :
:
は

：
ル

ー

ス

.
'&.
:̂ ,
の

で

あ

び

た
：0
.
夫

が

賣

ら

れ

れ

ば

妻

は
 

.
次
の
與̂

結
婚
乂
ー
多
夬
の
間
纥
出
來
た
何
人
か
ー
の
子
做
と

.
典

に

暮

す

例

.

.
、 

''.
が
多
か
ら/.た
。
：夂

母

親

が

寶̂.;

れ
怒
場
合
、
：

.
他
の
女
蚀
が
簡
單
に
殘
1
れ 

■:
:.た
壬

供

の

齋

ど

釔

っ
.
て
：や

る

零.4-
少
く
は
な
か
、っ
：だ
0;.
故
に
個
々
：
の
家 

.
族
關
係
の
蚀
格

〈，

永
^

i'o
i

程&

ま
で
主
人
の̂

配
下
に
あ
：つ
た
と
.

.(

#

:*
c
'
ま

。
.
.
';
ナ 

へ
ゾ
：

(

-',
:
ハ
：：‘：い.''
:- 

■.
奴
隸
制
廢
止
後
の
家
族
は
ど
う
な
つ

'た
が
とIK

う
と
、M
放
と
同
時
に

■.
:

:結

辦

：
へ

職

議

猙

>'
移
励
の
自̂

は
勿
論
許
さ
れ
た
甙
>

侬
然
ど-
し
：て

轉：

:  

'分
の
間
は
家
族
の
：唞
心
ば
女
性
で
あ
っ
て
ク
普
通
考
ぇ
ら
れ
る
樣

^
母

權
，
.'
:

,
'.
'
.
:は
父
灌
に
移
行1
な
か
：ウ
た
。
ど
.
れ.
に
3

,5
の
：理
出
が
.
考
^-
ら
れ
る
。
，

.
• •

一
 

っ
&

錄

制

下

に

杠

げ

る

馨

制

度

に

装

く

結

來

で

ぁ

り

、

_
.

:§
蘭

で

：
：
：
■'
.

〉 

.'
一
 
も
あ
っ
た0-
1
1.
っ.
'に
は

盤

後

の

黑

人

：

： 1

般

叭

賢

窮

狀

態

：
で
：
あ

う

衣

 ̂

V
 

::

と
も
と
家
族
が
泶
き
別
れ
に
^ ;
つ
：て
夫
、
..又
ば
妻
を
持
ち
作
ら
%-
焉

、

「

■ill

婚

、
因
婚.
と
か
さ
ね
で
の
結
婚
ば
ざ
呒
に
あ
づ
た

1 ,
;
、.
：备

*
5
涂
許
さ 

..-

れ
た
當
時
、
，
|

に
胍
龙
て
：
い
た
あ
ま
り
に
家
族
會
捨

^
て
放
浪
生
：活

ぬ
. 

:
'
;<

っ
て
；
-
>
ま
'0.
た
與
子
汰
決
し
て
少
ぐ
な
：か
っ
：た

:;
0

ご
：机
に
靡
レ
子
供
を 

ぐ

：
持
々
：た
女
蚀
は
家
族
^
對
す
る
執
蔚
心
が
强
が

.
っ
た
。
經
濟
的
に
は
奴
隸 

_ 

:
:
制
下
に
お
か
れ
た
時
ょ
’り
闲
難
が
滑
大
し
た
。

(

資
沐
主
義
的
發
展
.に

伴

づ
;.

ン 

,'-
て

坐

じ

：
て

き

た

：恶

に

：
ょ

0 -
て
左
右-

れ
、.
：證

毅

隸

化

'を
資
末
主
義
的 

■:.
奴
^
化
に.
骰
き
か
へ.
て
行
づ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
* :
0:
南

部
^:
.
エ

業

化

さ

れ
■'
_

一

:

X-
行

っ

た

が,>
エ
槳
に
吸
收
さ
れ
る
で.あ
ろ
ぅ
と
忽
わ
れ
：龙
黑
人
は
農
村_

,

:'-
-
-ょ
り
:1
:
塲.
へ
：
の
励
き
か
ら
除
外
さ
妁
た

0
そ
れ
ば
白
人
の
賢
農
比
ょ

.
り
«

.
バ 

'.
'
;

ン
い
坐
活
水
雕
を:%
と
め.
、
て

都

市

へ

.
と
務
^
レ.
て
行
づ
た
於
、
"
黑
：入
の
勞
働
、
 

力
を
も̂
§
^
す
る
程
龙.で
，
南

部

ば
:1
:
業
化
さ
れ
な
か
づ
.
.
た
^

い.
で
'あ
る' 0
:

,

•
又
黑
人
に
ば
農
業
以
外
に
魟1
.り
徤

驗

も

な

か

つ

：
た

.

.こ
：ど

も

手

傅̂た

.0 

..
:

'
.大
都
市
’へ
流
れ
故
ん
於
黑
入
は&
人

-̂
の
生
桴
谶
&
に
負
げ
て
.•—
•
へ
家
は
:■

'.
崩

壊

し
$

.<
':
傾
向
が
破
か'
っ
ー̂

又
製
材
所.
へ
入
込
ん
だ
者
は

〈 .
1:
應

は
.

.

.

;
|'
£
|定
^
た
家
族
贬
勝
を
馨
す
る.で
鉍
.
ぅ̂
ど
見
ら
.れ
_た
が
：ヽ
：_
.放
浪
の
« 

體
と
し
，て
終
っ
て
し
ま
っ
た0'
農
村
へ
残
さ
れ
た
も
の
も
亦
、
經
濟
的
に

K
'
F
•
フ
レ~

、

ジ
ャー

「

ァ
メ
リ
カ
に
於
け
る
黑
人
家
族」

.
'

普
通.
の
：震

形

態

を

形

腹

し

得

な

か

：っ

\た
.？
、貧
弱
な
土
地
を
與
ぇ
ら
れ
て 

原
始
的
なi

產
方
：法
电
農
業
に
從
事
し

：

た
者
は
猫
の'宇.
で
4
借
り
^

い—

.  

_
:
の
勞
儆
ガ
不
足
に
惱
東
さ
れ
fc
f
f
 
:Tr
でy

男

女

の

凌

際

は

廣

く

®

^

に 

行

わ

ー

れ

た

が

ク

嬉

に

は

必

ず

し

も

至

ら

だ

が

づ

モ

親

の

方

は

娘

を

は

. 

な
し
た
が
ら
な
か
つ
た
4.

女

性

の

、
方

も

働

き

手

で

な

ー

い

舆

と

^

父

際

は. 

..
し
ー
で
：
^
續

を

ぎ

が

つ

た0
鉻

果

と
.1.
て
'私
生
兒
沢
ン
ー'家
£

_

袋

べ
'■

■
 

事

咏

名

に

見

ら

れ

、

.v:1..

軒

に
S
1
一
家
族
往
込
む
例
も
澤
⑴

ぁ
や
た

。
^

: 

ヶ
ま
セ:4
か
く
こ
：れ

が

總

べ

ゼ

を

霞

し

た

も

の

'?
!
ば

な
'̂
平

同

黑
'. 

人
と
し
：て
の
プ
：ラ
外
ド
奋
持
ぢ
緣
け
て

_

^
の
坐.
澈
樣
武
に
し
た
.
が
い
、
,

1

.家
を
固
め
七
い
分
兔
蕃
も
澤
以
ぁ
っ
た̂
し

た

が

づ

て

ゼ

と

^

黑
人
议
一

 

ー.
5の
階
層
に
分
裂
じ^
と

見

ら

れ

る

：。
：
卽

ぢ

幾

分

で

%-
私

有

醫

を

持

つ
た
'-
4
の.
と

:ヽ'
:;
ぁ
と
は
賢
民
で
ぁ
つ
：た
。

、*-
:
 ̂
,
-'
;: 
. . 

V
:'.

V.
-
Jと
で

：而_
い)

の
'
.は
パ
F
r
a
N
i
f
'

が

指

摘

す

る

^

^

後

の

黑

人

の

尚

か

 

&>
%:
ヶ
け

た

：社

會

的

分

裂

玖

ぁ

：る

。
郞

ち

在

の

：分

裂

ば

太

德

1
1つ
に
^

げ
 

:ら
れ

る

。
：
，
一
へ
つ
は
南
北
戰
帶
と
後
贮
自

^
な
な
つ
へ
た
奢
の
個
祀
蝥
が
設
け

- 

ら
れ
て
い
-た
ぷ

^
挺
ぼ
宗
敎
か
ら
發
し
た
相
異/̂
第
ロ
#
 

:地
域
。
：第
西
に
比
洫
統
。
：
-

_
の
遍
綠
虼
蔽
く
社
會
的
分
裂
は
純
ァ
フ
リ'
 . 

ヵ
系
統
や
あ
.る
か
、
又
呔
混
血
浥4:
ィ
'シ
デ
ァ
ゾ
罙
、
ス
ラ
ブ
罘
ヽ
ラ
テ
ン

.  

ン

束

等

色
：々
：.

な
組
合
せ
.で
分
.か
れ
て
.い
た
が
、

现
在
で.は
‘，br

o
w
n

か 

M
a
c
k

:::-.

か
：で
.大
體
分
け
ら
.れ
.て
唐
る
.
0
:
\
へ
_
'丨^ ̂

'
.
K
?
'
. 
.
'
*
'
:
.

■_

;-
:
,
_
|
次

大

戰

が

ぁ

第1
1次
爾

に

か

：
：け̂
の
：、1
|控
馨

の
.；
麥
的
？

一
 

m
i
g
r
a
t
i
o
n

と
公
ぅ
も
の
が
始
ま
つ
た'0(

こ
れ
以
前
の
放
浪
の
形
を
取
, 

•
:'
:

ひy
'

こ
.

ど
：;.
.

，--
.
ぐ 

へ
.



 ̂

.■ン
>
-.

ぃ；..-:::
-

っ
た
移
励
は
除
外
さ
れ
る̂

と

い

ぅ

の

は

今

迄

の

：̂

の

努

働

力

の

供

 

給

は
ョ

.
1
.
^
夕パ

：：

が

ら

の

(

驚

で

.寒

で

あ
-っ
先
が
：、
:,
'
.戰
除

生

產

の

爲

、

丨̂|
人
は
髙
賃
銀
を
支
拂
ぅ
：丄
業
の
方
へ
と
ら
れ
、

サ

ー
ヴ
ィ
ス
業
に
關
す 

る

纖

が

あ^
、
そ
こ
へ
黑
人
が
久
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た

0
黑
人
が
尤
業 

へ
吸
收
さ
，れ
る
樣
に
な
つ
た
の
は
第
二

^
大
m
巾
で
あ
つ
て
、
ッ
r
れ
JM
f l. 

の
，も
の
は
小
ノ
か
つ
た
。
あ
く
ま
で
も
人
の
下

^
と
か
つ
て
い
る
黑
人
は
、

一
：白
人
ど
同
等
に
ば̂

M
爭
ぬ
■

£

ら
れ
だ
い.た
め
，
>.
:敗
部
か
ら
ー}
家

を

；；
 

01
き
'っ
，れ

て

北

部

移

動4
て

く

る

に

し
て

も

經

濟

附

に

敗

北

-1
>
'
'
 

:「

家 

は
崩
壊
せ
ざ
る
を
得̂
い
雄
が
多
か
っ
たo:

と
i
5;
:
£
-r
は

歌

、
：
翁

.
に

描 

'か
れ.
る

程
一
家
の
虫
人
が
生
活
に
迫
士
れ
そ
の

'i

か
ら
逃
げ
る
た
め
、 

失
院
し_
て
し
ま
ぅ
の
で
あ
つ
た
0
\ 

.'.

.

F
ra

z
ie

r

は
と
の
辦
を
冲̂

ば
肖
'o
n le

a
v

e

ど
；ベ
つ
て.
、
，
る

。

そ

し

」 .
て
;̂
の
時
相
か
ら..
ニ.，.-1.> 
V3-
VI.
ク.
の..
ハ.
1
レ...ム
.ヽ
ダ._
カ
‘ゴ
、
ビ....ッ
ッ
バ
..1

「

グ

の

黑

秦

の

歷

史

が

：作
ら
れ
で
い
マ
た
：の
：で
あ
：っ
た
。
前
に

述

べ

^-
:

- .
'
 

f

が
變
形
し
、‘職
業
财
の
分
裂
が
生
じ
た
V •

し
か
し
黑
ん
の
中
產
階
級 

な
を
も
の
：が
發
举
七
た
の

.
は

第

ニ

次

犬

戰

の

馨

が

强

か

づ

.
た.
0:
勿

論

と
.:.- 

れ
と
同
時
に
 b

ro
w

n  B
id

d
re  class  

に
對
し、black  p

ro
le

ta
ria

te
 

が
發
坐
ム
た
。.

\

,

1.
象
族

の^
定
化
、
：
編
成
等
は
黑
人
の

.
經

濟

狀

態

に

反

映
.
し
、

と
の 

I I
が
ら
見'て
議

が

父

權

に
_

し
て
行
く
過
程%:
第
一.1

次

大

戰

に

ょ

が

： 

所
が
大
き
い
と
い
え
ょ
ぅ
。
一

：'
:: 

:

: 
. 

.

.■
• 

黒
人
の
膪
史
は
い
ま
だ
九
十

^

^

ら
ず
の
も
の
で
あ
り

、
，

m i
^

の
1̂

く

‘

七
0

•
•(

六
九
六〕

他
の
移
段
と
は
ア
メ
リ
.
力
に
於
て
與
っ
た
發
展
過
程
を
持
っ
そ
い
る
が
、：

.

-
同
じ
人
間
社
！0
^
造
の
パ>
ン.
に
そ
つ
て
勘
步
を
し
な
が
ら
も
、
_
.

に
：
 

'

對
す
る
感
受^
が

强

、
か

っ

た

と

見

ら

れ

る

。

F
ra

z
ie

r

の

い

う

<

^

の

黑 

.
人
の
發
展
ヽ
と
く
に
ア
メ
リ
カ
の̂
人
®,
と.
の
融
合
に
つ
い
て
は
、
次
の 

':
五
；り
旅&:.
げ

ら

如

る

。
マ
卽
ち
へ
一

.
っ&
ば
<;:南
激
0
邀_

濟
_

が 

の
如
く
續
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
黑
人
の
農
射
か
ら
都
市
へ
、
南
部
か
ら
北 

部
へ
の
移
動
は
さ
け
得
な
い
。
.
ニ
っ
に
は
大
都
市
へ
流
れ
込
む
黑
人
は
依 

へ
然
と
：し.
て

贫

看

を.
形
成
1>
>
貧

困

，に

襲

わ

れ

て

家

族

は

崩

壊

せ

■ざ

る

を 

将

方

い::
p

H:
lvo
'に
ば

過

进

の
■藤

：
备

る.點

咳

.

.
人 

名
大
き.
>
が

.'
:>:

職

業

的

整

別

.
の.-rv；

イX

が
'ょ
り
强
く
な
う
、
白
人
と
肩
を 

並
べ
'て
プ：

V3.
レ
タ
リ
T
丨
;;
b
層
を
形
腺
し
て
ゆ
く̂

あ
'ろ
う0

四
っ
に 

ゆ

、

と

れ

；
か
：
ら

益

：
々

«

人
の»
立
的
な
社
會
ば
崩
壞
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て 

家
族
の
編
成
も
亦
變
る
で
.
あ
：ろ
う0
>
と
：で
ア.
リ
ガ
：の
白
人
種
と
の
融
合 

,
の
度
合
はS
今
後
^ :
雜
婚
ょ
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